
『
阿
蘇
―
火
山
と
の
共
生
と
そ
の
文
化
的
景
観
』

　
先
月
号
は
世
界
遺
産
の
概
要
と
現
在
の
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
今
月
号
は
昨
年
９
月
27
日
に
提
出
し
た

「
阿
蘇
―
火
山
と
の
共
生
と
そ
の
文
化
的
景
観
」
の
提
案

書
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
説
明
し
ま
す
。

　
今
回
の
提
案
を
構
成
す
る
資
産
（
文
化
財
）
は
、
２
万

２
千
ha
に
も
及
ぶ
日
本
一
広
大
な
草
原
景
観
、
直
接
覗
く

こ
と
が
で
き
る
稀
有
な
噴
火
口
の
中
岳
火
口
、
信
仰
の
証

と
な
る
阿
蘇
神
社
、
収
穫
の
米
を
積
み
上
げ
た
と
の
神
話

が
伝
わ
る
米
塚
、
阿
蘇
開
発
の
指
導
者
を
祀
る
中
通
古
墳

群
、
阿
蘇
谷
と
外
界
と
を
結
ぶ
豊
後
街
道
の
６
つ
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
各
資
産
は
人
と
自
然
と
の
共
生
で
一
体

を
成
し
て
お
り
、
全
体
が
壮
大
な
「
文
化
的
景
観
」
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
人
と
自
然
と
の
共
生
」

　
阿
蘇
の
提
案
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

約
27
万
年
前
か
ら
約
９
万
年
前
ま
で
盛
ん
な
火
山

活
動
を
繰
り
返
し
、
４
回
に
わ
た
る
大
火
砕
流
に

よ
っ
て
世
界
最
大
級
の
巨
大
な
陥
没
カ
ル
デ
ラ
が

形
成
さ
れ
た
。

３
度
の
湖
時
代
を
経
て
、
少
な
く
と
も
６
千
年
前

ほ
ど
前
に
陸
地
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
カ
ル
デ
ラ

内
の
広
大
な
平
野
が
人
々
の
暮
ら
し
の
舞
台
と
し

て
幕
が
開
け
た
。

現
在
も
活
発
な
活
動
を
続
け
る
中
岳
火
口
は
、
古

く
か
ら
信
仰
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
人
々
は
活
火
山
で
な
お
か
つ
高
冷
地
と
い
う

過
酷
な
自
然
環
境
に
向
き
合
い
、
先
人
の
努
力
と

英
知
の
も
と
に
巧
み
な
開
発
を
行
い
、
阿
蘇
な
ら

で
は
の
多
様
な
文
化
が
育
ま
れ
て
き
た
。

独
特
な
火
山
地
形
で
あ
る
カ
ル
デ
ラ
の
中
に
５
万
人

も
の
人
々
が
暮
ら
し
、
古
来
よ
り
人
々
の
生
業
と
共

に
広
大
な
草
原
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
副
産
物

と
し
て
希
少
動
植
物
が
生
息
す
る
良
好
な
自
然
環
境

を
作
り
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
阿
蘇
は
豊
富
な
湧
水

群
に
象
徴
さ
れ
る
巨
大
な
水
源
涵
養
地
『
九
州
の
水

が
め
』
で
あ
る
ほ
か
、
温
泉
な
ど
の
自
然
の
恵
み
も

受
け
、
自
然
と
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
も
と
に
共
生

し
て
い
る
。

◆「土地利用形態を代表する顕著な見本」

◆「人類と環境とのふれあいを代表する顕著な見本」

世界史的価値

コンセプトの柱「阿蘇火山と人間との共生」

【コンセプトの中心】　「阿蘇火山と人間との共生」

これら人々の営みとそれにより形成された景観(文化的景観)

【柱1】阿蘇火山の諸活動・巨大なカルデラの形成
「阿蘇の舞台の形成」

【柱4】これからの結果として形成された景観･生物相
「独特の景観・自然との共生」

【柱2】火山への畏敬
「阿蘇への人間の働きかけ」「阿蘇への信仰・神話伝承の舞台」

【柱3】人々の生業の開始

▲豊後街道 ▲中通古墳群 ▲米塚

▲阿蘇神社 ▲中岳火口 ▲草原景観



　
こ
の
よ
う
に
、
古
来
よ
り
人
々
の
手
に
よ
り
維
持
さ
れ

て
き
た
阿
蘇
の
草
原
や
、
そ
こ
に
営
ま
れ
た
阿
蘇
独
自
の

文
化
は
世
界
に
も
例
の
な
い
「
自
然
と
人
間
の
共
同
作
品
」

で
あ
り
、
ま
さ
に
『
人
類
共
通
の
た
か
ら
も
の
』
で
す
。

　
そ
の
反
面
で
適
切
に
保
全
し
な
け
れ
ば
、
や
が
て
消
滅

を
免
れ
な
い
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。
『
人

類
共
通
の
た
か
ら
も
の
』
と
い
う
世
界
的
な
保
護
の
視
点

に
立
ち
、
私
た
ち
が
、
い
か
に
し
て
自
然
と
共
存
し
て
い

く
か
と
い
う
未
来
を
考
え
る
上
で
、
他
と
な
い
文
化
遺
産

と
い
え
ま
す
。

阿
蘇
の
草
原
を
未
来
へ
と
引
き
継
ぐ

　
近
年
の
社
会
の
変
化
な
ど
か
ら
、
地
域
住
民
の
み
で
草

原
を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
危
機
的
な
状
況
の
中
、
（
財
）
阿
蘇
グ
リ
ー

ン
ス
ト
ッ
ク
で
は
、
野
焼
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
様
々
な

草
原
維
持
活
動
を
い
ち
早
く
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
環
境
省
も
自
然
再
生
法
に
基
づ
き
、
「
阿
蘇
草

原
再
生
協
議
会
」
と
い
う
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動

さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
協
議
会
は
行
政
や
民
間
、
牧
野
組

合
な
ど
が
共
通
の
認
識
を
持
っ
て
連
携
を
図
り
、
持
続
的

な
草
原
利
用
と
草
原
環
境
の
保
全
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
草
原
維
持
・
保
全
の
活
動
と
世
界
文
化
遺

産
登
録
の
推
進
と
は
、「
草
原
を
守
る
」と
い
う
同
じ
目
的
を

持
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
協
力
・
連
携
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

双
方
の
活
動
に
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

阿
蘇
は
世
界
で
も
類
例
の
な
い
地
域

　
火
山
に
由
来
す
る
世
界
遺
産
の
類
例
の
ほ
と
ん
ど
は
自

然
遺
産
で
あ
り
、
火
山
そ
の
も
の
の
活
動
や
特
異
な
地
形

な
ど
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
遺
産
で
は
、
イ
タ
リ

ア
の
「
ポ
ン
ペ
イ
」
な
ど
の
よ
う
に
埋
没
遺
跡
や
火
山
島

が
舞
台
と
な
っ
た
人
間
の
営
為
が
評
価
さ
れ
て
い
る
た
め
、

阿
蘇
と
は
コ
ン
セ
プ
ト
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
既
に
暫
定
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
富
士

山
」
は
、
標
高
３
，７
７
６
ｍ
の
極
め
て
秀
麗
な
山
容
を

持
つ
こ
と
か
ら
日
本
を
象
徴
す
る
名
山
で
あ
り
、
信
仰
と

芸
術
・
文
学
の
諸
活
動
に
関
連
す
る
文
化
的
景
観
が
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
対
す
る
阿
蘇
は
現
在
も
活
動
す
る

火
山
の
も
と
に
人
々
が
暮
ら
し
、
人
々
の
営
み
と
そ
れ
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
文
化
的
景
観
が
主
た
る
テ
ー
マ
で
あ
る

た
め
独
自
性
が
あ
り
ま
す
。

構
成
資
産
を
国
指
定
文
化
財
へ

　
世
界
文
化
遺
産
の
登
録
条
件
と
し
て
、
構
成
資
産
は
文

化
財
保
護
法
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
る
国
指
定
以
上
の
文

化
財
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
資
産
（
コ
ア
）
を
保
護
す
る

た
め
に
周
囲
に
景
観
保
全
な
ど
の
配
慮
が
必
要
な
区
域
（
バ

ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
）
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
阿
蘇
に
お
け
る
構
成
資
産
の
現
状
は
、
阿
蘇
神
社
の
み

が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
草

原
を
重
要
文
化
的
景
観
へ
選
定
す
る
こ
と
や
米
塚
な
ど
の

国
指
定
化
を
進
め
、
文
化
財
保
護
の
推
進
を
図
る
こ
と
が

世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
や
ご
意
見
は

　
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
係
　
世
界
遺
産
担
当
ま
で
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　E-mail:kyouiku@city.aso.lg.jp
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